
● 

タ
イ
の
学
術
誌
・
研
究
紀
要

　

大
学
学
部
が
刊
行
す
る
紀
要
に
は
、

W
arasan Tham

m
asat

（
タ
マ
サ
ー

ト
大
学
紀
要
）、W

arasan Setthasat 
Tham

m
asat

（
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
経

済
部
紀
要
）、W

arasan Nitisat

（
タ

マ
サ
ー
ト
大
学
法
学
部
紀
要
）、Rat-

thasatsan

（
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
政
治

学

部

紀

要

）、W
arasan Sang-

khom
sat

（
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学

社
会
学
部
紀
要
）、W

arasan Kotm
ai

（
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学
法
学
部
紀

要
）な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
タ
イ
で
は
、

権
威
あ
る
大
学
が
紀
要
を
刊
行
し
、
大

学
教
授
の
論
文
を
掲
載
す
る
と
い
う
傾

向
に
あ
る
。
時
に
は
、
教
授
の
後
押
し

で
有
望
な
修
士
課
程
・
博
士
課
程
の
大

学
院
生
が
論
文
を
掲
載
し
、
自
身
の
名

を
売
っ
て
就
職
の
足
が
か
り
の
場
と
し

て
い
る
。
若
手
研
究
者
の
論
文
で
有
名

な
も
の
は
、
タ
イ
現
地
語
論
文
の
中
で

よ
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
大
学
紀
要
は
編
集
者
次
第

で
刊
行
頻
度
や
そ
の
内
容
が
大
き
く
左

右
さ
れ
る
。
い
ず
れ
の
紀
要
も
盛
衰
を

繰
り
返
し
て
、
継
続
的
に
刊
行
さ
れ
て

き
た
も
の
は
ご
く
わ
ず
か
に
限
ら
れ

る
。
例
え
ば
、Ratthasatsan
は
、
タ

ネ
ー
ト
・
ウ
ォ
ン
ヤ
ー
ン
ナ
ワ
ー
が
編

集
長
に
な
っ
て
以
後
、
内
容
が
充
実
し

て
き
た
と
い
う
。
彼
は
、
手
弁
当
で
大

学
院
生
の
研
究
報
告
会
に
出
向
き
、
優

秀
な
大
学
院
生
を
発
掘
し
て
寄
稿
を
依

頼
し
た
り
も
し
て
い
る
。

　

同
様
の
こ
と
は
こ
れ
ま
で
も
起
き
て

い
る
。
一
九
八
〇
年
代
に
は
、
歴
史
学

者
の
チ
ャ
ー
ン
ウ
ィ
ッ
ト
・
ガ
セ
ー
ト

シ
リ
、
経
済
学
者
の
ラ
ン
サ
ン
・
タ
ナ

ポ
ン
パ
ン
が
編
集
者
と
な
り
、W

ar-
asan Tham

m
asat

に
革
命
的
変
化
を

起
こ
し
た
。
そ
れ
ま
で
文
字
だ
け
だ
っ

た
紙
面
に
写
真
を
効
果
的
に
掲
載
す
る

こ
と
で
、読
者
層
を
拡
大
し
た
。
ま
た
、

禁
止
さ
れ
て
い
た
広
告
掲
載
を
許
可
す

る
こ
と
で
広
告
収
入
を
可
能
に
し
、
そ

れ
を
コ
ス
ト
の
か
か
る
写
真
の
掲
載
料

や
、
執
筆
者
に
対
す
る
原
稿
料
に
あ
て

た
。
こ
の
よ
う
な
出
版
物
に
か
け
る
情

熱
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
徐
々
に
高
ま

り
を
み
せ
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
時
代
に

政
治
的
安
定
が
保
た
れ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
だ
ろ
う
。

　

研
究
機
関
が
刊
行
す
る
雑
誌
と
し
て

は
、Journal of the Siam

 Society

の

歴
史
が
最
も
古
い
。
一
九
〇
四
年
に
設

立
さ
れ
た
研
究
機
関Siam

 Society

は
、
設
立
年
よ
り
タ
イ
の
歴
史
、
芸
術
、

文
化
、
言
語
な
ど
を
取
り
上
げ
た
英
語

論
文
を
掲
載
す
る
本
誌
を
刊
行
し
て
い

る
。
初
期
に
は
、
仕
事
な
ど
に
よ
る
タ

イ
滞
在
者
、
タ
イ
国
外
の
タ
イ
研
究
者

な
ど
と
い
っ
た
タ
イ
社
会
に
精
通
す
る

外
国
人
が
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
て
執
筆
活

動
を
行
っ
た
。
こ
の
ク
ラ
ブ
に
は
王
室

関
係
者
も
加
わ
っ
て
お
り
、
エ
リ
ー
ト

集
団
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
本
誌
が

最
も
影
響
力
を
持
っ
た
の
は
一
九
六
〇

年
代
で
あ
る
。
本
誌
に
は
保
守
派
エ

リ
ー
ト
が
保
守
的
歴
史
観
を
書
き
示
し

た
論
考
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

●
タ
イ
の
一
般
雑
誌

　

タ
イ
で
は
民
間
の
出
版
社
が
刊
行
す

る
雑
誌
が
多
く
、
学
術
情
報
交
流
の
活

性
化
に
も
大
い
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

新
聞
社
系
の
出
版
社
が
刊
行
す
る
週

刊
誌
に
は
、
出
版
部
数
が
多
い
順
に

M
atichon

、N
ation

、Siam
 Rath

が

あ
る
。
こ
れ
ら
は
一
次
情
報
を
得
る
手

段
と
し
て
学
術
論
文
に
お
い
て
も
重
要

視
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、M

atichon

の
連
載
を
執
筆
す
る
こ
と
が
学
者
や
知

識
人
の
ス
テ
ー
タ
ス
に
な
る
と
同
時

に
、
著
名
人
を
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
に
迎
え

る
こ
と
に
よ
っ
てM

atichon

に
も
箔

が
つ
く
。
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
コ
ラ
ム

は
、
即
座
に
大
学
の
学
生
の
間
で
話
題

と
な
っ
て
そ
の
執
筆
者
に
評
判
が
生
ま

タ
イ
社
会
に
果
た
す
雑
誌
の
役
割

特 集
アジア地域研究と雑誌
―『コア・ジャーナル』を語る―

小
林
磨
理
恵

　
タ
イ
の
基
本
的
情
報
源
と
な
る
学
術
雑
誌
・
一
般
雑
誌
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
ら
は

タ
イ
の
学
術
情
報
交
流
や
社
会
の
動
態
と
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
あ
い
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
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れ
、
学
生
自
身
の
判
断
基
準
を
形
成
し

て
い
く
。
発
行
部
数
が
少
な
く
、
読
者

層
が
限
ら
れ
て
い
る
大
学
紀
要
に
比
べ

て
、
こ
う
し
た
週
刊
誌
は
圧
倒
的
な
数

の
読
者
を
抱
え
て
い
る
た
め
、
学
者
や

知
識
人
が
自
身
の
主
張
を
広
め
る
た
め

の
媒
体
と
し
て
は
最
も
有
力
で
あ
る
と

い
っ
て
よ
い
。
比
較
的
高
い
原
稿
料
を

得
ら
れ
る
こ
と
も
、
週
刊
誌
へ
の
寄
稿

が
好
ま
れ
る
背
景
に
あ
る
よ
う
だ
。

　

三
〇
年
以
上
の
歴
史
を
有
す
るSin-

lapa W
atthanatham

（
芸
術
・
文
化
）

は
、
タ
イ
国
内
外
の
考
古
学
や
歴
史
学

な
ど
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
る
学
術
雑
誌

で
あ
り
、
と
り
わ
け
一
九
九
〇
年
代
に

強
い
影
響
力
を
持
っ
た
。
学
術
的
な
内

容
で
あ
る
が
、
図
像
資
料
を
多
用
し
て

い
る
た
め
に
大
学
紀
要
よ
り
も
一
般
読

者
が
手
に
取
り
や
す
い
。
現
在
、
大
学

関
係
者
や
博
物
館
職
員
等
が
執
筆
者
に

名
を
連
ね
て
い
る
。本
誌
の
出
版
社
は
、

M
atichon

と
同
じ
く
マ
テ
ィ
チ
ョ
ン

出
版
社
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
は
芸
術

大
学
を
卒
業
し
た
ス
チ
ッ
ト
・
ウ
ォ
ン

テ
ー
ト
が
中
心
に
な
っ
て
別
個
に
編

集
・
出
版
し
て
い
た
。経
営
困
難
に
な
っ

た
際
、
学
生
時
代
か
ら
の
友
人
で
あ
る

マ
テ
ィ
チ
ョ
ン
出
版
社
の
オ
ー
ナ
ー
、

カ
ン
チ
ャ
イ
・
ブ
ー
ン
パ
ン
が
株
を

買
っ
て
マ
テ
ィ
チ
ョ
ン
出
版
社
の
傘
下

に
加
え
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
カ
ン
チ
ャ
イ
と
ス
チ
ッ

ト
は
、
自
ら
雑
誌
を
出
版
す
る
以
前
に

先
述
のSiam

 Rath

で
校
正
や
執
筆
の

技
術
を
磨
い
た
。
三
つ
の
週
刊
誌
の
中

で
最
も
出
版
部
数
は
少
な
い
が
、
最
も

歴
史
の
あ
る
本
誌
は
、小
説
家
で
あ
り
、

タ
イ
の
首
相
を
も
経
験
し
た
ク
ク
リ
ッ

ト
・
プ
ラ
モ
ー
ト
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ

た
。
文
化
人
と
し
て
著
名
な
ク
ク
リ
ッ

ト
の
下
で
執
筆
を
学
ん
だ
二
人
が
、
そ

の
後
、
タ
イ
の
「
コ
ア
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」

を
生
み
出
し
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

い
わ
ば
タ
イ
のNational Geo-

graphic

で
あ
るSarakhadi

（
ル
ポ
ル

タ
ー
ジ
ュ
）
は
、
写
真
を
多
用
し
て
タ

イ
の
自
然
・
文
化
を
紹
介
す
る
雑
誌
で

あ
る
。
人
物
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事

や
一
般
に
知
ら
れ
て
い
な
い
タ
イ
の
文

化
の
紹
介
な
ど
が
充
実
し
て
お
り
、
着

眼
点
に
優
れ
た
雑
誌
で
あ
る
。

　

他
方
で
、
タ
イ
で
は
政
治
・
社
会
状

況
が
変
動
す
る
重
要
な
時
点
に
お
い

て
、
雑
誌
が
世
論
を
牽
引
し
て
き
た
。

例
え
ば
、
学
生
運
動
、
民
主
化
運
動
が

盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
一
九
七
〇
年
代

に
ひ
と
つ
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と

な
っ
た
の
は
、Sangkhom

sat Parith-
at

（
社
会
科
学
評
論
）
で
あ
る
。
こ
こ

に
は
著
名
な
学
者
や
知
識
人
ら
の
論
文

が
多
く
掲
載
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
政

治
的
な
意
味
合
い
を
も
つ
場
合
が
多

く
、
世
論
の
形
成
に
強
い
影
響
力
を

持
っ
た
。
写
真
は
右
か
ら
本
誌
一
九
七

二
年
五
号
、
一
九
七
四
年
八
号
の
表
紙

で
あ
る
が
、
こ
の
号
は
当
時
の
日
本
商

品
不
買
運
動
に
関
す
る
特
集
で
あ
る
。

表
紙
の
イ
ラ
ス
ト
か
ら
も
、
雑
誌
の
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み
取
れ
る
で
あ
ろ

う
。

　

Sangkhom
sat Parithat

が
、
そ
の

強
い
政
治
的
主
張
ゆ
え
に
、
発
刊
を
制

限
さ
れ
る
と
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
影

響
力
を
も
っ
た
の
が
、
チ
ュ
ラ
ロ
ン

コ
ー
ン
大
学
の
経
済
学
者
グ
ル
ー
プ
が

中
心
と
な
っ
て
刊
行
し
たW

arasan 
Setthasat Kan M

uang

（
政
治
経
済

学
雑
誌
）
で
あ
っ
た
。
本
誌
に
は
、
タ

イ
の
資
本
主
義
経
済
シ
ス
テ
ム
や
政
治

を
批
判
的
に
分
析
す
る
論
文
が
多
く
掲

載
さ
れ
た
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
系
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
たSang-

khom
 Phatthana

（
社
会
開
発
）
は
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
家
や
研
究
者
の
論
文
を
掲

載
し
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
の
社
会
活
動
家
た

ち
の
思
想
を
形
成
す
る
場
と
な
っ
た
。

　

最
近
で
は
、Fa Dieo Kan

（
同
じ

空
＝
平
等
）
と
い
う
雑
誌
が
、
知
識
人

や
活
動
家
に
社
会
体
制
批
判
と
タ
イ
社

会
の
方
向
性
を
議
論
す
る
場
を
提
供

し
、
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
タ
イ
の
雑
誌
は
、
学

者
や
知
識
人
ら
が
自
分
の
理
想
と
す
る

社
会
を
描
き
、
ま
た
、
理
想
を
実
現
す

る
た
め
の
方
策
を
訴
え
る
メ
デ
ィ
ア
と

し
て
あ
る
と
い
う
点
で
極
め
て
特
徴
的

で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
タ
イ
の
ア
カ

デ
ミ
ズ
ム
と
社
会
と
は
、
雑
誌
を
媒
介

に
緊
密
な
関
係
性
を
保
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
外
国
の
読
者
に
と
っ
て
も
、
こ

う
し
た
雑
誌
が
タ
イ
社
会
の
動
態
を
知

る
う
え
で
有
用
な
情
報
源
に
な
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
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